
実践記録

〇挨拶・本日の日程説明・・・水野　17:05

■講師・・・鈴木道弘先生

①紙芝居　「ホタルがとんだ」 　（多々良局長）

　子どもたちの心を引き付ける多々良局長の語り　

②お話 「幼虫時代のくらしとカワニナ」

　 ホタルは幼虫時代、水中でカワニナを食べて成虫になること等について説明。

〇随時カワニナの観察

　各班にカワニナを配布　　初めて見る子どもが多く見入る姿が見られた。

〇おにぎりタイム　17:35

〇後片付け→次の活動場所(和室・研修室）へ移動　18:10

■講師・・・民生委員児童委員協議会(6名)　健康福祉部会(2名)

　活動場所・・・1階和室（３・４・５班）　　2階研修室（１・２班）

①折り紙でほたるづくり

②作ったホタルやシール、折り紙をうちわに貼り付け装飾する。

　親子で熱心に取り組む姿が見られた。

〇大会議室へ移動　18:50

■講師・・・鈴木道弘先生

■生物多様性の学び・・・ホタルを通して、生物多様性の恩恵や人間生活との関わりを考える。

クイズを交えながらスライドで説明　　資料：ホタル学習「ホタルと友だちになろう！」  

〇「ホタルを見たことがありますか？　さわったことがありますか？」

〇「ホタルはなぜ光るのですか？ ホタルの光は・・・」

　 ・目を楽しませ心を和ませる ・自然のすばらしさを伝える　　

　 ・ふれあいの場をつくる ・世代を超えた交流を促す　　

〇「ホタルがすむ環境が変化しています」

　・河川改修・浚渫工事・宅地開発などによる環境変化

　・人間の暮らしの夜行性化・・・ホタルにとっては「光害」

〇「ホタルから思うことは・・・」

　・人間は生態系の頂点。自然の恵みの中でいろいろな

　　生き物たちに支えられ生きている。

　・自然の営みの中、人間の豊かさや便利さだけを求める

　　のではなく、いろいろな生き物たちが生きている環境を

　　考えることが大切。

「笠縫東いきもの自然学校」プログラム②

                              「ほたるフェスタ」

実施日

 2024.6.1
 17:05～21:00

活動場所

 笠縫東まちづくりセンター　葉山
 川堤防　中ノ井川堤防など

参加者
59名
　子ども 35名
　大人   24名

講師

鈴木道弘先生

スタッフ
55名
　まち協等約48名　草津塾3名　市3名
　「いきもの自然学校」アドバイザー１名

紙芝居・ホタルとカワニナの話 17:10～17:35

ほたるに関する話 19:00～19:35

ほたるの折り紙・うちわ作り 18:15～18:50

生物多様性の恵みの一つ

「文化的サービス」に気づく

日常生活や社会活動が生物

多様性にどのように影響して

いるかに気づく

生物多様性の重要性に気づく

生物多様性と人間生活との関

わりを考える



実践記録

〇ほたる観察の説明・諸注意・班スタッフ紹介　19:35


〇トイレ休憩→駐車場へ移動→班ごとに人数確認　19:40

〇観察ルート

　まちセン →葉山川天神西橋 →洲子橋 →環境衛生センター →中ノ井川集橋 →まちセン

〇安全対策

　①各班にスタッフ２名　②行燈設置　③環境衛生センター前中ノ井川堤防の除草（事前）

　④危険個所に各町内会よりスタッフ配置　⑤観察前後及び中ノ井川堤防での人数確認

〇ホタル出現場所

　昨年度と比べ葉山川堤防で多く見られた。一方、環境衛生センター前中ノ井川堤防は

　今年度もほとんど見られなかった。

〇班スタッフの活躍

　先頭に立ち声掛けをする姿や参加者とふれあう姿が見られた。

〇参加者の感想

・川の近くにホタルがいてびっくりしました。友だちとホタルが見れて楽しかった。

・ホタルを見れてうれしかったし楽しかった。ホタルがかわいかった。

・センターから少し歩いた橋のところにホタルがいて初めて自分の目で見たのですごく

　感動しました。こんな近所でホタルを見れるなんて驚きました。

〇まちセン到着　20:40

  班ごとに人数確認　→報告　→大会議室へ

今日一日の活動を振返りアンケート用紙に記入する。（以下感想例）

質問１　一番楽しかったこと・心に残ったことは？

・たくさんのホタルや虫とかカエルの鳴き声を聞けたこと。

・ホタルを見れてうれしかったし楽しかった。うちわ作りが楽しかったです。

・子どものころからずっと住んでいるのに近くでこんなにたくさんのホタルを見れて良かったです。

・ホタルの生態から折り紙、ホタル見学と大人も子どもも楽しめるとても充実したプログラムで楽しめ

ました。特にホタルがたくさん見られたことが印象的です。

質問２　新しい発見・初めて知ったことは？

・ホタルの幼虫はカワニナを食べることを初めて知った。学校の友だちに教えようと思った。

・ホタルがこんなに光るっていうこと。ホタルの成虫はすごいと思った。

・草津市に何年も住んでいてこんな身近にホタルが生息していて見れるとは知りませんでした。

・６月上旬のほんのわずかな期間、しかも夜８時から９時の間くらいと限られた時間しか見れないと

初めて知りました。ホタルのクイズで初めて知ることが多く勉強になりました。

質問３　その他　思ったことなどは？

・たくさんの方々の協力があって素敵な会ができたことに感謝です。ありがとうございました。

・ホタルをもっと近くで見たかったです。今年は多い方だと聞きましたが数が減っているのかな・・

・町内の掲示板で今回のイベントを知り参加しました。多くのホタルを見ることができ良かったです。

・地域の人が協力して自然に触れる取組をされていることをとても素敵だと思いました。

・久しぶりにあんなにたくさんのホタルを見られて感動しました。また見に行こうと思います。

・なかなかすぐに見つけられない生き物に触れられる貴重な体験ができて良かったです。

■本実践の評価は別紙参照

　別紙　令和6年度「笠縫東いきもの自然学校」プログラム②の評価

ホタル観察 19:45～20:40

連絡・振返り 20:50～21:00


